
農村地域の復旧と復興

農村工学研究所 施設工学研究領域長
（復興支援プロジェクトチーム代表）

復興に向けての検討課題

１ 行政
●行政機能の回復 ●被災者の生活再建支援 ●地域コミュニティの維持・再生

２ まちづくり
災害に強く安全で安心な暮らしを支える防災型都市・地域づくり
故郷への思いを生かした豊かで快適な生活環境づくり

３ 農林・水産業
漁業と流通・加工業の再構築 ●漁港等の整備 ●漁業者の生活支援
営農再開に向けた支援 ●地域特性を生かした営農モデルの確立
防災機能を備えた新たな農村づくり ● 海岸保全施設等の整備

４ 学校・教育
５ 医療・福祉
６ 経済産業・雇用
● 被災地域の雇用維持と就職支援、ものづくり、担い手となる人材の育成
７ 観光
● 観光資源の再生と新しい魅力の創造
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農村地域の再建と復興に向けて

１ 地域のまちづくり

災害に強く安全で安心な暮らしを支える防災型都市・地域づくり

２ 生産拠点

① 営農再開に向けた支援

農地、農道、水利施設等の生産基盤の復旧

農地の塩分除去等の技術指導

営農技術の開発と普及

② 地域特性を生かした営農モデルの確立

沿岸地域の冬季温暖で日照時間が長い気象条件を生かした農業団地の形成

集落営農と農地集積の促進

③ 防災機能を備え、農林水産業と生活空間が適切に調和した新たな農村づくり

地域の防災対策等を踏まえた農地海岸保全施設の再整備

農業生産と生活環境の整備

④ 海岸保全施設等の整備

防潮堤、防潮林の再整備
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いのちとくらしを守る農村地域の創造

求められる姿

人命の安全

被災しても早期に復旧

（減災農地）

高齢化社会に適応する営農

地域振興（地域ブランド）

研究開発が目指す農村空間の将来イメージ

考えるべき視点
[地域]：生活、環境、景観
安全な農村地域のデザイン（農村計画）
地域コミュニティ

[施設]：安全、安心
地震と津波でも機能を喪失しない施設
津波減勢型農地
避難路・時間の確保のための農地、農道
除塩対策（１年以内の営農再開）
高度な用水管理

[営農]：生産、担い手
東北ブランド
労働集約型の営農
栽培管理
農漁業の連携
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復興のコンセプト（吉浜集落に学ぶ）

[今回の被災の特徴]

津波堤防の整備地域（田老・小白浜）
津波堤防を整備して津波を防ぐ

住居は海岸沿いにある

結果として，被災し多くの人命が失われた．

高台へ集落移転（吉浜・合足）
堤防計画以上の津波を想定して

住宅は安全な高台に移転

農地は低地で被災

人的な被害は比較的小さい

[考えられる対応策] ：（減災農地）

津波が海岸堤防を越えた時に，海岸沿いの農地が被災
するが，全体の被害（特に人的被害）の軽減を図る

計画水準以下の被災ー＞堤防施設などで農地、集落を防御する

計画水準以上の被災ー＞農地は被災し，人命と財産を守る
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被災調査結果からの提言

海岸堤防から農地、集落
までを一体的に復旧し、

復興に繋げる

災害を堤防などの施設だけで完全に防止することは困難

海岸堤防による減勢効果
、農地を防災農地とする

集落は安全な高
台に移住

平坦な高台がな
い場合は林地と海
岸線の農地を換
地して、用地を確

保

このためには法制度を
見直す必要がある

地域全体の安全性をいかに
効率的に実現するか

生産の場（農地）の防災利用 生活の場の安全性

再編による安全性の確保
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防災機能の高い地域を創るための要素

被災しても，生活復旧が比較的容易にできる

二次災害が防げる

被害は資産価値の低い，林地，農地に集中させる

海岸堤防は越流を許容するが崩壊しない

津波の遡上を低減する面的な土地・施設計画と住
居のより高台への移転

人命を救う沿岸部に津波シェルターの整備

津波で壊れにくい排水ゲート，排水機場の整備

計画以上の災害でも許容できる被災にとどめる計画以上の災害でも許容できる被災にとどめる
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農地を用いた減災の新しい考え方

堤防の高さは高潮を想定し，津波では越流

津波の減勢は堤防だけでなく，堤防背後の農

地でも行う（減災農地の活用）

堤防は越流に対して強い構造

減勢施設は，防災専用施設でなく，通常は，

本来の目的に利用
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復興のための農地の役割

労働集約型生産拠点
地域特性（労働力）を考えた営農

軽労、高収益な生産

高潮、津波被害からの迅速な復旧と
生産活動の再開

品種開発、作付け方法、畜産との連
携

津波減災効果(減災農地の活用)
集落を守る農地の構造と配置

かんがい施設は被災しない

生活の場からの利便性
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広域的な地域の復興を進めるための
集落デザインの基本的な考え方について

[基本目標]
生命と生活を守る地域復興であること

地域全体で地震・津波に対する安全を確保すること

将来の地域振興につながる復興であること

[基本的な考え方]
堤防を津波がある程度越流することを許容

被災しなかった高台や同等の安全地帯に住居を移転

農地を利用した津波減勢効果を見込む（減災農地）

堤防・樋門・道路等により津波遡上を防護

避難が迅速に行われるよう農道や集落道路を配置

独立行政法人 農研機構 農村工学研究所
復興支援プロジェクトチーム

 生命
い の ち

と生活
く ら し

を守る地域復興イメージ

農研機構 農村工学研究所 東日本大震災報告会2011.5.31.

海岸の前面堤防域

減災農地
（後背農地）

道路兼用第2堤防

減災農地
（後背農地）

集落道路

耕作道兼避難路
道路

集配作業、加工施設

集落

公共施設

地域幹線道路
＆鉄道

海
山地
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津波減勢型農地
整備

耕作道を避難路
として利用

内陸部の堤防と
しての機能を持
たせる

海側の防潮堤
（高潮対策と津波減勢）

陸側の防潮堤防兼道路
（津波減勢）

住居の安全性と幹線
道路の確保

耕作道を避難路
として利用

用排水路の確保によ
る迅速な耕作再開

海岸堤防から後背農
地を利用した減災を実
現する地域のイメージ

海

山
地
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地域全体での防災を考えたデザインのイメージ図

減災農地

高台集落

津波防止道路

津波防止道路

海岸堤防

高台集落

高台集落
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最後に

1. 復興の主役は被災した地域住民

2. 地域コミュニティの活動が復興
に繋がる

3. 様々な合意形成が重要

4. 迅速な復旧から復興へ

5. 振興に繋がる計画

1. 復興の主役は被災した地域住民

2. 地域コミュニティの活動が復興
に繋がる

3. 様々な合意形成が重要

4. 迅速な復旧から復興へ

5. 振興に繋がる計画
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（参考資料） 被害の少なかった大船渡市吉浜

下通り（県道）の上の集落と県道下に広がる農
地の津波被害の状況

破壊した海岸堤防から見た農地と集落の様子

約100軒の集落は、20～30mの高台に並ぶ

1896年の明治さん陸大津波では死者行方不明が200名を超える（その後、高台移転）

1933年昭和三陸津波では下通り周辺の集落は無事、低地の17名が行方不明。

数年後に高台への集団移転が完了

高さ7mの防波堤があった

下通りと呼ばれる県道
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